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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近世日本における「書」の領域に関わる知識の生成と流通・定着の様相
を探り、「書」の習得とその伝書の流通を通して伝えられた様々な知識の他分野の論書との関係性の解明とその
歴史的、社会的意義に関する検討を行ない、併せて人文科学領域の分析対象としての入木道伝書の定位を行うこ
とを目的として研究を進めた。
　基盤となる基礎作業として国文学研究資料館所蔵のマイクロフィルムを用いた江戸時代に版行された入木道資
料の調査とその書誌学的情報を含むメタデータのリスト化、徳川御三卿のひとつ田安徳川家に伝えられた「書」
の伝書である入木道伝書167 点の書誌学調査とその内容同定を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the aspects of creation, circulation, and 
socialization of the knowledge of the teaching calligraphy in early modern Japan, and analyzed 
relationship between the knowledge of calligraphy and the knowledge of other fields of traditional 
arts like as waka poetry, tea ceremony, painting etc. 
In addition, we made following basic data list: the list of the books of calligraphy published in 
the Edo era; the bibliographic information data of 167 titles of documents of calligraphy in 
Tayasu-Tokugawa collection.

研究分野： 日本文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（1）「書」をめぐる芸術論と技術論の領域で

ある入木道（じゅぼくどう）については、主

として芸術・芸能の分野から検討が進められ

ており、人文科学の方面からの検討は殆どな

されてこなかった。しかしながら、入木道伝

書には歌論、茶道論、画論などと共通する発

想や用語、行文も少なくはなく、ひろく日本

の芸道論のなかにおいて理解されてゆく必

要がある。また、書物を書写する技術と理論

を扱う領域でもある入木道伝書の検討は、書

物文化の解明にも有益であると考えられる。 

（2）「書」芸術に対する美的感覚の共有は

国内においても高度な知識や体験を必要と

するが、文字文化を異にする海外においては

さらに難易度が増す。在外資料の調査が積極

的に進められている現在であるだけに、在外

日本資料の物質的側面の理解を促進するた

めにも、「書」の技法を論理化する入木道と

筆跡自体に関する「書」をめぐる議論の枠組

みを在外研究者と共有する必要がある。 

２．研究の目的 

本研究は田安徳川家に伝えられた「書」の

伝書である入木道（じゅぼくどう）伝書167 点

（世尊寺流50 点、持明院流117 点、国文学研

究資料館蔵）の個別の資料調査とそれらの内

容のデータ化及び分析を起点として、江戸時

代日本における「書」の領域に関わる知識の

生成と流通・定着の様相を探り、「書」の習

得とその伝書の流通を通して伝えられた様々

な知識の他分野の論書との関係性の解明とそ

の歴史的、社会的意義に関する検討を行なう

ことを目的とする。 

〔注〕田安徳川家は、八代将軍徳川吉宗

（1684-1751）の二男宗武（1715-71）を祖と

し、一橋家・清水家とともに御三卿と呼ばれ

る。宗武は舞楽・有職故実を中心に古典研究

に力を注ぎ、その系統は諸道の伝書や故実書

を多く伝えた。とりわけ「書」に関わる入木

道の伝書は多様である。 

３．研究の方法 

具体的作業としては、(1)国文学研究資料館

所蔵の田安徳川家旧蔵の入木道伝書の書誌学

的調査、(2)他流の入木道伝書及び和歌・茶

道・画論などの隣接領域の伝書との発想・語

彙・用例等の比較検討、(3)江戸時代に刊行さ

れた入木道書の網羅的調査とその知的淵源の

探求、(4)「書」をはじめとする諸道伝書を研

究する手法の確立の４点を通して上記目的の

達成を試みる。 

４．研究成果 

本研究は、（1）基盤となるデータの作成、

（2）資料個々の個別の検討とその理解を通し

た知識流通に関する検討、（3）在外研究者を

含む協同基盤の形成と研究手法の確立のため

の取り組み、の3つの分野から検討を重ねた。 

（1）研究の基盤となる基礎作業としては下

記2点を行った。①国文学研究資料館に蓄積さ

れたマイクロフィルム資料を用いて、江戸時

代に版行された入木道資料の調査とその書誌

学的情報を含むメタデータのリスト化を行っ

た。②徳川御三卿のひとつ田安徳川家に伝え

られた「書」の伝書である入木道（じゅぼく

どう）伝書167 点（ 世尊寺流50 点、持明院

流117 点、国文学研究資料館蔵）の個別の書

誌調査と内容同定を行った。 

田安徳川家入木道伝書の作成に関与した、

森尹祥（1740-98）の著した『入木道伝書目録』

には、世尊寺家・持明院家に伝来したとされ

る入木道伝書が180点程記載されているが、そ

の多くは所在が確認されないまま、『日本書画

苑』（国書刊行会、1914年）に示された翻刻

が利用されてきた。その後、新井栄蔵、鈴木

淳により田安徳川家に伝来する入木道伝書が

同目録と概ね一致することが確認され、『日本

書画苑』に掲載される諸書の素性が明らかに

なった。田安徳川家旧蔵の入木道伝書はその

質量ともに充実したものであり、入木道とそ

の歴史を考える上で不可欠な資料群であるが、

国文学研究資料館編『田藩文庫目録と研究』



（青裳堂書店、2006年）に書目が揃うもの

の、その内容は概観出来ない状態が続いて

いた。本研究の基礎的検討によりその概要

が明らかになった。具体的成果の一端は「５．

主な発表論文等」雑誌論文⑤に報告した（以

後継続予定）。また、作成した画像データは国

文学研究資料館の発信するデータベースから

の提供を検討している。 

 （2）については、上記資料を基礎的素材と

して下記3点を中心に内容の分析とそこから

導かれる研究手法の探求を行った。①入木道

伝書及び和歌・茶道・画論などの隣接領域の

伝書との発想・語彙・用例等につき、その伝

書の伝来過程の検討と歌学伝授との関連性の

検討、②近世期における伝書の収集と現行形

態との関係性の検討、③「灌頂」を頂点とす

る歌学伝授のシステムと連続性の確認などの

比較検討。 

 ①～③ともに個別の論点も多く、また、入

木道伝書の検討を行うことで、逆に他分野の

解明が進むことも少なくなかった。例えば、

大師流と称される一群の伝書の伝来を追い、

関連する記載事項を歌道等の領域の伝書に求

める過程で賀茂社家の文事に「書」の伝授が

大きな位置を占めていることが明らかになっ

た。また、伝本調査の過程で中世以来の歌学

の継承者である公家の間に歌仙や色紙に揮毫

するための雛形が伝領されていったことも資

料に即して考えることができるようになった

が、調査の過程で揮毫された色紙、歌仙原本

が出現し、それらの意図や歴史的意義の理解

が進むこともあった。 

 具体的成果の一端は「５．主な発表論文等」

雑誌論文⑤に解題的に記しているが、詳細は

今後成文化を行いたい。また、学会発表④等

でも書くことの伝授の意義について触れる報

告を行った。 

（3）については、米国の研究者と協同して

在外資料の調査を行い、書流の伝承者とその

書に関する関与（修学、伝授、鑑定、販売等）

等について米国に所在する資料を用いて共同

研究を行った。具体的には、Brigham Young 

University、Metropolitan Museum of Arts、

Beinecke Rare Book & Manuscript Library, 

Yale Universityにおいて在米研究者ととも

に日本の古典籍の調査と研究、それにともな

うワークショップを行い、「書」の領域にまで

視野を広げて、日本の書物文化と書写文化を

考える視点とその方法（概念や用語の相違な

ど課題は大きい）についても討議を行った。

成果の一端は「５．主な発表論文等」学会発

表①～③で報告したほか、「書」の領域にお

ける国際的共同研究に関する手法の探求は今

後も継続を確認している。また、Beinecke 

Rare Book & Manuscript Library所蔵資料の

調査の過程で作成した古筆切（鎌倉時代以前

の筆跡資料、多くは名筆として鑑賞の対象と

なる）の所在データは、国文学研究資料館の

発信するデータベースからの提供を検討して

いる。 
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